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１ 公益目的事業 公１「選考会事業」活動報告及び経過報告 

 

（１）令和 7 年度「第 12 回福田靖子賞選考会」の実施 

令和 7（2025）年 8 月に、第 12 回福田靖子賞選考会を実施し、レッスン担当教授３名奨学

生９名によるレッスンと、最終選考オーディションを行った。 

 

ア）日程及び会場 

 レッスン 令和 7 年 8 月 23 日・24 日  最終審査会 令和 7 年 8 月 26 日 

 会場 桐朋学園大学 仙川キャンパス（レッスン） 

桐朋学園 宗次ホール（最終審査会） 

  ※会場として、桐朋学園大学の全面的な協力を得た。 

 

イ）審査員・レッスン担当講師 

■レッスン担当講師 

エマニュエル・シュトロッセ（フランス／パリ国立高等音楽院教授） 

マルクス・シルマー（オーストリア／グラーツ音楽大学教授） 

アヴィラム・ライヒェルト（イスラエル／韓国ソウル国立大学教授） 

 

※当初来日予定のグラハム・スコット教授（イギリス）より直前に健康上の理由による辞退があったが、

ライヒェルト教授が直前での依頼を引き受けてくださり、講師・審査員を変更して通常の工程を行った。 

 

■選考会担当審査員 

上記海外審査員に加え、当財団評議員を含む以下の 9 名で審査及びアドバイス会を行った。 

上原彩子（チャイコフスキー国際音楽コンクールピアノ部門優勝、東京藝術大学音楽学部早期教育リサー

チセンター准教授） 

若林顕（エリザベート王妃国際コンクールピアノ部門第 2 位、東京音楽大学・桐朋学園大学特任教授、国

立音楽大学招聘教授） 

江口文子（当財団評議員、昭和音楽大学副学長・教授） 

黒田亜樹（当財団評議員、イタリア・リドット音楽院教授） 

杉本安子（当財団評議員、マリア・カナルス国際優勝、昭和音楽大学客員教授・洗足学園大学名誉教授） 

武田真理（当財団評議員、東京音楽大学客員教授） 

福田成康（審査委員長、演奏評価はせず審査会議進行と奨学金内容について最終決定する） 

 

ウ）選考会の実施 

8 月 23 日・24 日に、上記 3 名の講師が、下記 9 名の参加者に対して総当りでレッスンを行

い、26 日に、1 人あたり 30 分程度のプログラムによるオーディションを実施した。 



 

★第 12 回福田靖子賞選考会参加者＝当財団奨学生（五十音順、地名は居住地、学年は令和 7 年度のもの） 

飯田円（高１／京都府）岡部那由多（高２／東京都）木田慎太郎（高２／北海道）坂下幸太郎（高

２／愛知県）清木悠矢（高１／山口県）中山裕稀（高１／兵庫県）原田佐和子（高３／東京都）

安井友理（中３／神奈川県） 

※当初、書類選考により選出した室崎恵太朗さんより参加辞退の申し入れがあり受理したので 8 名で行った。 

 

エ）最終結果 

福田靖子賞（第１位） 木田慎太郎 （奨学金 100 万円） 

第２位   安井友理 （奨学金 40 万円） 

第３位   原田佐和子 （奨学金 30 万円） 

第 4 位   坂下幸太郎 （奨学金 20 万円） 

入選   飯田円、岡部那由多、清木悠矢、中山裕稀 

※入賞者全員が奨学金授与条件（英語検定３級以上）を満たしたので奨学金の振込を完了した。 

 

 

（２）令和９年度「第 13 回福田靖子賞選考会」に向けた準備 

 

ア）日程の確定 

 レッスン 令和 9 年 8 月 24・25 日 最終審査会 8 月 27 日（予定） 会場未定 

 

イ）海外招聘審査員の依頼 

指導・演奏・審査等において一流の経験と学識をもつ海外の音楽家から 

候補を検討中。 

 

 

（３）福田靖子賞選考会参加者への助成事業 

以下の３件の国際的な音楽研修機会に渡航費・参加費を助成し派遣を行った。 

 

6 月 ミラノ・タレンツ国際ピアノコンクール（イタリア）派遣（協力：黒田亜樹先生） 室崎恵太朗 

8 月 第 2 回ケアロヒ国際ピアノコンクール（アメリカ／ハワイ）派遣  大山桃暖 

9 月 第 34 回エットーレ・ポッツォーリ国際ピアノコンクール（イタリア）派遣  角谷春奈 

 

 

 

 

 



 

（４）その他 

ア）平成 25 年度より、全日本学生音楽コンクール（主催：毎日新聞社）ピアノ部門中学の

部全国大会第 1 位受賞者に対し、海外学習の渡航助成を目的とした特別賞「福田靖子賞」

を授与している。 

令和７年度、第 79 回全日本学生音楽コンクールが行われ、ピアノ部門中学の全国大会第 1

位受賞者に「福田靖子賞」が授与された。受賞者は、安井友理さん（神奈川県横浜市、中

３）。安井さんには表彰状と奨学金を授与した。 

 

イ）第 10 回ソナタコンクールジュニア育成部門マスタークラスにジュニア育成資金より助

成した。 

 

 

２ 公益目的事業 公２「研修会事業」活動報告及び経過報告 

 

令和７年度は、以下の通り研修会（マスタークラス）を実施し、福田靖子賞選考会参加者

にはレッスン料の一部を助成した。 

 

4 月 第 149 回 アンドレアス・フローリッヒ先生（ケルン音楽大学教授） 

 角谷春奈、長谷川祐音、原田怜、山﨑夢叶 

6 月 第 150 回 ジャック・ルヴィエ先生（ザルツブルク音楽大学教授） 

 海老原歩実、中瀬智哉、原田怜、古海行子、室崎恵太朗、山﨑夢叶、渡辺康太郎 

6 月 第 151 回 ヘンリ・シーグフリードソン先生（フォルクヴァング芸術大学教授） 

 角谷春奈、仁宮花歌、原田怜 

8 月 第 152 回 マルクス・シルマー先生（グラーツ芸術大学教授） 

エマニュエル・シュトロッセ先生（パリ国立高等音楽院） 

 稲積陽菜、神宮司悠翔、仁宮花歌、渡辺康太郎 

11 月 第 153 回 ジャック・ルヴィエ先生（ザルツブルク音楽大学教授） 

 飯田円、岡部那由多、海老原歩実、坂下幸太郎、清木悠矢、中瀬智哉、中山裕稀、安井友理 

11 月 第 154 回 ヴォイチェフ・シフィタワ先生（シマノフスキ音楽大学教授） 

 稲積陽菜、岡部那由多、加藤皓介、清木悠矢、原田佐和子 

12 月 第 155 回 ロナン・オホラ先生（ギルドホール音楽演劇学校教授） 

 飯田円、後藤美優、坂下幸太郎、原田佐和子 

1 月 第 156 回 タチアナ・ゼリクマン先生（グネーシン音楽大学教授） 

 飯田円、坂下幸太郎、清木悠矢、安井友理 

3 月 第 157 回 エマニュエル・シュトロッセ先生（パリ国立高等音楽院教授） 

 飯田円、大山桃暖、岡部那由多、木田慎太郎、国本奈々、坂下幸太郎、中山裕稀、安井友理 



 

3 月 ジャン・ロンドー（チェンバリスト）チェンバロ・マスタークラス 

※主催：公益財団法人三鷹市スポーツと文化財団 

 飯田円 

 

 

 

３ 管理部門及び寄付に関する報告 

 

（１）理事会・評議員会の開催状況 

令和 7 年 5 月 25 日 理事会 

・決議事項 評議員候補者２名を評議員選考委員会に推薦する件 

 

令和 7 年 5 月 28 日 評議員選考委員会 

・決議事項 評議員２名選任の件 

 

令和 7 年 6 月 27 日 評議員会 

・報告事項 第 15 期（自令和 6 年 4 月 1 日 至令和 7 年 3 月 31 日）事業報告の件 

・決議事項 第 15 期計算書類および財産目録承認の件／国内コンクールへの賞金（奨学金）助成案の件 

 

令和 7 年 6 月 27 日 理事会 

報告事項 評議員増員の件／第 15 期（自令和 6 年 4 月 1 日 至令和 7 年 3 月 31 日）事業報告の件 

決議事項 第 15 期計算書類および財産目録承認の件／国内コンクールへの賞金（奨学金）助成案の件 

 

令和 8 年 3 月 25 日 理事会 

・決議事項 令和 8 年度（第 17 期）事業計画及び収支予算 承認の件／全日本学生音楽コンクール中学の

部全国大会及びピティナ・ピアノコンペティション Jr.G 級への奨学金（福田靖子賞）増額の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）寄付金収入に関する報告 

令和 7 年度は、下記別表の各氏・団体より、計 4,415,000 円の寄付をいただいた。 

 

◆令和 7（2025）年度 受取寄付金一覧  （令和７年 4 月 1 日～令和８年 3 月 31 日） 

 

 

 

（３）公益財団法人の運営等に関する情報公開  

内閣府へ、令和 7 年 6 月 30 日までに「令和 6 年度事業報告等」を、また、令和 8 年 3 月 31 日までに、｢令

和 8 年度事業計画書等」の定期提出書類を提出するとともに、決算書類を、当財団ウェブサイトに掲出し、

活動内容を逐次ウェブサイトにアップロードしている。また、「CANPAN」（日本財団公益事業コミュニテ

ィサイト）でも情報公開を行っている。 

 

（４）業務執行体制等  

福田成康理事長、加藤哲礼理事・事務局長が日常の業務を行っている。また、経理業務においては、土屋

宗一税理士事務所（担当：大河原透氏）に伝票の確認及び決算書の作成等を委託し、日常的なチェック体

制を敷いている。決算書等は、堀明久監事により監査を行っている。 



 

令和７年度 事業報告の附属明細書 

 

令和７年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則

第３４条第３項に規定する附属明細書に記載すべき「事業報告の内容を補足する

重要な事項」が存在しないので、これを作成しない。 

 

以上 


